
以下は2016年1月22日の四国大学古川キャンパス
でなされた SUDAchi講座の話のパワーポイントス
ライドに解説を加えたものである。当日，スライド
の印刷物を配布できなかったので，代わりにその内
容をここで公開している。1

この話は「愛のドラマ」であるとか，映画のストー
リーにちょうどよいとか，あるいは，嫁は姑に仕え
るべきであるという道徳の話に使われるかもしれな
い。しかし，聖書は神に関する書であり，人間が主
人公である文学作品ではない。2 仮に人間が主人
公であるとすれば，この話は単なる心温まるお話で
終わるであろう。もしもそうであるなら，特にここ
で説明する必要もないだろう。
ルツ記は神の恵みの書である。神は異邦人であろ
うが，神の民であろうが，すべての人に恵みを与え
ている。それは地上で人間が生きていくことのでき
る恵みである。すなわち人が生きていくことができ
るような環境が提供されていることである。創世記
を読むと，人が生きる環境がまず創造され，その後
で，人間が創造された。例を挙げると，空気や水は，
人間の生存のために不可欠であるが，まったく無償

で与えられている。当然ながら，人間が水や空気を
作り出したのではない。人々は自分の力によって地
上で生きているように思いがちだが，実は神の恵み
によって地上で生かされている。そして，この書を
読むとこの書は神の恵みの書であることが分かるだ
ろう。なぜならば，救いは，神の民に与えられるだ
けではなく，神を求める異邦人にも与えられること
が理解できるからである。ルツ記では，明示的に，
「神が主要登場人物達にこうした，ああした」と記
述されていない。しかし，人々の目に見えなくて
も，人々が気が付かなくても，人々の日常生活の中
にも神が働いておられることを知るであろう。さら
に聖書全体を読むことによって，神の恵みが持続的
にあることを理解できると幸いである。ルツ記と
は，ほかならぬ神の恵みの書である。
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ルツ記をおおまかに纏めると，上記の通り。

ルツの多少の特徴を見たもの。

ルツ記を通して，やもめや異邦人に対する神の恵
みが示される。

誰であっても，すべての人に神の恵みが開かれて
いる。

詩篇68篇5節は，やもめに対しての神の恵みがあ
ることを示している。

詩篇146篇9節は，孤児とやもめを神がかばうこ
とを示す箇所である。

ルツ記は短い書物であり，4つの章と84節から成
り立っている。それでは，ルツ記を声を出して，と
もに朗読しよう。聖書では神がまず，神の預言者を

蔵谷哲也

― ９４ ―



通して『イスラエルよ 聞け』と命じていることを
教えている。自分の口で言葉に出して自分に語り，
全身全霊を持って神の言葉を耳で聞くのである。聖
書は，聞くに早く，語るに遅くせよと告げている。3

では何を聞くに早くするのかというと，神の御言葉
を聞くに早くということである。つまり，説得力の
ある言葉を並び立てて，自己表現をするよりも，聞
くことの方がより重要である。そして，神の言葉を
聞くために，聖書を音読することは有益である。目
で読み，耳で聞くということから，よりよく内容を
理解できると期待される。4 さらに，個人的体験
であるが，黙読しても理解できないことが，耳で聞
くと理解できることがある。
欧米の文学やドラマには聖書の節や聖書の背景が
反映する内容が時々出てくる。そのような引用の手
法を知ることよりも，聖書自体に親しむことが有益
である。欧米文化を理解するために，聖書を読むの
は本末転倒である。聖書自体が読むべき価値のある
書である。
ただし，スライド上の1：1とは，1章1節とい
う意味である。この部分は読む必要はない。5 こ
の書で物語られる出来事がどの時期に起こったかは
明示的には告げられていないが，ルツ記の1章1節
によれば，士師記の時代（紀元前1375－1050）の間
のイスラエルの一家族の生活における出来事を叙述
していると考えられる。ルツ記4章7節には昔のイ
スラエルの慣習について書かれており，その慣習
は，いわゆるモーセ五書のひとつである申命記25章
7節と9節に記載されている。この慣習をわざわざ
説明してある理由は，申命記が紀元前1400年頃，書
かれたとすると，その後の士師記の時代は，多くの
人々が自分勝手に振る舞っていたので，この慣習が
ルツ記の時代には，あまり実行されていなかったの
で，人々の記憶からは薄れていたせいだと思える。6

1節：さばきつかさ（士師）が世をおさめている
ころ，ルツの物語が起こった。その時代は，めいめ
いが自分の目に正しいと見えることを行っていたの
である。その中で，神を愛し，神を讃える敬虔な残
りの者がいた。この書では，そのような者の生活を
通して神が活発に働かれることを強調している。7

この節には飢きんがあったことが記載されている
が，士師記には飢きんの記載がない。
1節の「モアブの地に行って，そこに滞在した」
と書かれている。この「滞在する」に相当するヘブ
ライ語には多くの意味がある。その中でも，この根
源的な動詞とは，血縁関係ではない人々の間に住む
という基本的な意味がある。8 さらにここ1節で
の飢きんは，罪の当然な副産物であった。というの
は，主は申命記25章15，16，23，24，38～40節で，主に
忠実に従わないなら，すべてののろいがあなたに臨
み，あなたは呪われると警告している。この警告に
エリメレク一家は従わなかったように見える。モア
ブの地に行って滞在することは，神の導きではな
く，エリメレク自身による選択であったようだ。移
住後のエリメレクの死（3節）やマロンとキリオン
の死（5節）から，モアブの地に移住することは神
に対する不従順な行為であったように見える。イス
ラエルの土地は神がイスラエルに恵みで与えた土地
であったが，その土地を離れて，モアブの地に行く
ということは神を信頼することよりも，どちらかと
言えば，モアブ人を信頼したのである。食べ物をモ
アブ人の間で求めた。肉体のための食料を彼らは入
手できたであろうが，霊のためにはどんな食物を彼
らは受け取ったのであろうか。飢きんの鞭から彼ら
は逃れたが，彼らは死の鞭に遭遇した。この状況は
今も昔も変わらない。飲酒によって問題を覆い隠す
ことを求め，世俗的な娯楽や快楽，全ての種類の放
蕩に逃げ込み，問題の鞭を忘れようと努力し，無益
にも，問題の鞭から逃げようと試みている人たちが
どれだけ多いことよ。我々が世界から神御自身に引
き寄せられるために，問題の鞭を神が憐みの中で
人々に送り付けたかもしれないのである。9 結果
的には，エリメレクは家長として，家族の面倒を見
るという配慮は，非難されるものではないが，モア
ブ人の地に移住したことは，正当化することができ
るものではなかった。
2節のエフラタびと（Ephrahite）とは，エフラタ
の初期の住人の子孫である貴族階級の市民のことか
もしれない。10 エフラタとはベツレヘム周辺の地
域の名称であった。11
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3節のエリメレクの死とは，最初の警告であった
と思う。しかし，この警告は見過ごされたのであろ
うか。
さらにここに記述されるような飢きんはギデオン
の時代に起こったかもしれない。この飢きんは凶作
によるものではなく，外国による食糧の略奪による
飢きんであった。12

1章4節で「2人の男の子はそれぞれモアブの女
を妻に迎えた」とある。モアブ人との結婚は禁じら
れていなかった。ただし，厳格な制約がそのモアブ
人とその結婚から生まれた子供たちに対して課せら
れた。モアブ人と，その十代目の子孫さえ，決して
主の集会にはいることができないという制約であ
る。13 申命記7章1～3節によると，カナンの地
における7つの異邦の民との結婚を禁じている。異
邦の民とは，ヘテ人，ギルガシ人，エモリ人，カナ
ン人，ペリジ人，ヒビ人，エブス人である。こうし
た異邦の民との結婚が禁じられている理由は，申命
記7章4節にある。こうした結婚を通じて，異邦の
神々を拝むという偶像礼拝が起こるからである。14

しかしながら，堕落した神の民よりも，真の霊的
な高潔さの一例として神が用いられたのはモアブ人
のルツであった。神の選ばれた民として，イスラエ
ルは，他の国々に対して，倫理的に高い基準の生き
方を示すべきだった。当時，イスラエルにおいては，
生活がいかに荒涼としたものであったかがルツの例
を通して，間接的に示されている。
5節では，1回目の警告ではエリメレクの死であ
ったが，10年後の警告というより，その強度が二倍
の裁きが起こったと言える。すなわち，マロンとキ
リオンの死であった。このことによって，ナオミと
ルツは，本当に低くされ，無力な状態になった。換
言すれば，ナオミとルツは偶像礼拝の只中に取り残
されている状態だった。
1章1～5節で，必要な背景説明（時間，場所，
葛藤の原因）を与え，後に続く状況のお膳立てをし
ている。
聖書は旧約聖書39冊，新約聖書27冊，合計66冊あ
り，ルツ記はその中の旧約聖書の中の1冊であり，
聖書全体の中でのその位置付けを後に行う。聖書と

いう用語はギリシャ語の biblia（意味は複数の本）
から派生したものである。聖書とは複数の本の集合
体であり，権威があり，神の御言葉である。15 聖
書66冊を通読し，内容を解釈するときに，聖書66冊
を使って解釈していく必要がある。

1章6節では「主がその民を顧みて，すでに食物
をお与えになっている」と書かれている。1章1節
で飢きんがあったことが告げられた。つまり人間が
逆境におかれたが，それは神の贖いという大目的を
促進するためのきっかけであったに過ぎない。16

さらに6節は，神の民は逆境の中にあっても，神が
その民を顧みて下さるという希望の注意書きのよう
に見える。
聖書には飢きんの記述が数か所あり，人の移住を
促している。17 アブラハムは飢きんのため，一時
的にエジプトに下って行った。また，アブラハムの
孫ヤコブ（イスラエル）は，飢きんを逃れるために
エジプトのヨセフのもとに行った。飢きんの役割と
は移住促進のみならず，人はパンのみならず，神の
御言葉によって生きることを神の民に理解させるた
めに，起こったこともあった（申命記8章3節）。18

8節の主とはヤーウエー（Yahweh）と翻訳され
る。19 モアブ人の神であるケモシュ（Chemosh）
という用語をナオミは選択して使っていない。20

この用語の選択はナオミの人生と思想を特徴付ける
敬虔さの重要な指標である。
8節の興味深いところは，ナオミの義理の娘たち
に対するアドバイスの内容である。これら2人のモ
アブ人たちに，モアブ人の国に帰って，身の落ち着
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き所が与えられるように，ということだ。イスラエ
ルの神に寄り縋って生きよとすることが最善のアド
バイスであったはずだ。ナオミの心中は分からない
から，想像でしかないが，モアブ人2人をイスラエ
ルに連れて帰っても，主の集会に参加させることが
できないと考えたのかもしれない。21

9節で，「夫の家で，それぞれ身の落ち着き所を
得させられるように」というのは，ナオミの彼女ら
に対する配慮かもしれない。なぜなら，彼女らは異
邦人である限り，イスラエルで再婚することはおそ
らくないことをナオミは知っていたと思える。

1章11節はレビレート婚（levirate marriage）の法
を言及している。ユダヤ民族は父系社会である。父
系社会では兄弟が死んだ場合，ほかの兄弟がその兄
弟の嫁を娶る制度がある。そしてその結婚を通して
子孫を残し「父方の家」を存続させる。これを「レ
ビレート婚」という（申命記25章5～10節）。22

12節におけるナオミの発言は，娘たちには再婚の
機会がなく，ナオミと一緒にいても幸せになる機会
がないと信じているように響く。ナオミの2人の息
子は死んでいるし，ナオミはその時点で妊娠してい
なかったので，レビレート婚の慣習を通じて，義理
の娘たちを保護するという望みを提供することがで
きなかった。
13節におけるナオミによる状況の全体像は，その
ときの神の御性格が部分的にしか啓示されなかった
ことを考慮すると，理解できるものであるが，この
ナオミの態度は，神の御性格やナオミの状況の実際
の原因に対する説明と見なすべきではない。23

15節では「オルパは自分の民と自分の神々のもと
へ帰っていった」と書かれている。2人の娘たち
は，主の礼拝者となっていたのかもしれないが，こ
こで母国を選択することは，真の神に付くか，離れ
るかという選択であった。これと対照的なのがルツ
の選択である。16と17節で，ルツの宣言は，こうし
た状況下で，勇気があり，美しいものであった。ル
ツの信仰と忠実さはこの書全体を通してはっきりと
見えている。特にナオミの神はルツの神であるとい
う誓約によってそれが分かる。ナオミに対するルツ
自身の気遣いは，主の御前での宣誓によって決定的
なものであることが分かる。24

19節で，「町はこぞって彼らのために騒ぎたち」
と書かれているので，ナオミはその地域における旧
家か，貴族家系であったことが示唆される。
20節のナオミという名前の愛らしい意味と，マラ
という窮地の苦痛という意味は対照的である。ここ
でナオミは神を全能者（Shadday）と呼んでいる。
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ナオミには悲しみがあるが，神をこのように呼ぶこ
とにより，ナオミの生涯の上に神の主権があること
を承認しているようである。25

21節のナオミの発言は，興味深い。概して人間の
性質とは，自分の上に艱難が起こると，罵ったり，
誰かのせいにしがちであろう。ここでは，「全能者
つまり神が災いをくだされた」と発言しているが，
この艱難は自分の罪の性質や個人的選択の結果であ
るかもしれない。
22節で「大麦刈の初めに，ベツレヘムに着いた」
と書かれている。ベツレヘムとはパンの家という意
味がある。かれらは大麦収穫の始まるときに，ちょ
うどよいタイミングで到着した。大麦の刈り取りの
前であったら，彼らは食物が無かったかもしれない
し。それより後だったら，全部収穫が終わって，落
穂拾いによって食物を得られたかどうか，定かでは
なかったからだ。「大麦刈の初めにベツレヘム（パ
ンの家）に着いた」とは，神の救いを象徴している。
それは真のベツレヘムであり，命のパンであるイエ
ス・キリストのところに行くことである。
イスラエルの天候はかなり温暖なので，毎年2回
すなわち，春と秋の収穫がある。大麦刈は春になさ
れたので，ルツとナオミがベツレヘムに戻ってきた
のは，他ならぬ希望と豊饒のこの時期であった。
ルツとナオミがベツレヘムに帰ってきたことは神
の計画の確かな一部分であった。なぜなら，ベツレ
ヘムでダビデ王が生まれ，ミカが預言したように，
イエス・キリストもここで誕生されたからである。
ルツとナオミのこの移住は単に彼らにとって都合の
よい移住以上のものであった。つまり，聖書の御言
葉の成就を導いたのである。26

「モアブの女ルツ」という用語がルツ記で数回使
われている（2章2節と21節，4章5節と10節）。
こうすることによって，ルツは蔑まれた民族からや
ってきた外国人であることを我々は気付かされる。
しかも2章の10節ではルツは自分のことを「わたし
のような外国人」と呼んでいる。27

1節：エリメレクの親戚はナオミとナオミの夫によ
く知られていた。ナオミはエリメレクの妻であった
ので，ボアズはゴーエルになる資格があった。28

それゆえ，ナオミの夫の遺産の事柄に関してボアズ
の援助を求めることができた。
2節：刈入人が残した穀物を拾う貧しい人々の権利
はモーセの法で保証されていた。29 この法はイス
ラエルにおける一種の福祉制度として役立ってい
た。穀物の刈入をする時に，穀物を畑に残し，貧し
い人々が拾うことができるようにしておくと，神に
よる祝福がある。30 また，ルツは謙遜な人である
ことが分かる。落穂拾いをすることを自分自身の提
案として，それをするための暇乞いを見込んで謙っ
て語っている。そして，ルツには信仰があった。つ
まり，「だれか親切な人が見当たるならば，その方
のあとについて落ち穂を拾います」と言うのだ。社
会的弱者にとっては危険でありうる落ち穂拾いであ
っても，その中には親切な人がいるという信仰を持
っていたと言える。モーセの法の規定があっても，
実際はそうではないことがルツ記2章から分かる。
落穂拾いに関して，9節には邪魔者扱い，15節では
とがめ，22節ではいじめがあることが容易に読み取
れる。
3節：「彼女ははからずもエリメレクの一族である
ボアズの畑の部分に来た」ということだが，偶然そ
こに辿り着いたのではない。ナオミは恵み深い神の
摂理を通してこのことが起こったことを後で認識し
ている（20節）。31

4節：「主があなたがたと共におられますように」
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や「主があなたを祝福されますように」といった祝
福の挨拶の言葉は，士師記の時代のような，背教の
時期においてさえも，日常会話の中で，イスラエル
の神をほめたたえる人々がいたことを示唆してい
る。32 ボアズのこのような祝福の挨拶やルツやナ
オミに対する世話は，ボアズが主を信じる義人であ
ることを示している。
5と6節：ルツの国民的背景まで言及し，モアブの
女（1章22節，2章2，21節，4章5，10節）と呼ばれ
ていることは，神がこの異邦人の女を神自身の民
に，そして最終的には，王家の家系に統合したこと
を強調している。33

7節：「朝早く来て，今まで働いて，少しのあいだ
も休まなかった」ことから，ルツは勤勉であること
が分かる。本人の証言ではなく，刈る人たちの監督
の証言であるから，まさに勤勉であったことは間違
いない。

8節：予期しなかったことはボアズの恵み深き挨拶
の言葉である。この口語訳聖書では「娘よ」と訳さ
れているが，欽定訳聖書では「私の娘よ」と訳され
ている。そしてここにとどまりなさいと言う。この
親切な行為とルツを受け入れることと共に，9節で
忠告が与えられている。ついでながら，ルツのこと
を娘と呼ぶことは，ボアズとの年齢差があることを
示している。
9節：落ち穂拾いは，イスラエル国内で貧しい者や
在留異国人に許された生活の手段であるが，同時に
危険であった。なぜなら律法がなおざりにされてい
たこの時代のイスラエルでは，落ち穂拾いをする弱

者に対する邪魔やいじめがなされていたからであ
る。ボアズは邪魔やいじめをしないようにルツを守
り，喉が渇いたら，水を飲みなさいと告げている。
このようなボアズの言葉を，自分ではどうすること
もできないモアブ人のやもめルツはどれだけ予期で
きたであろうか。
10節：ルツの心は，そのような迎え入れに，心砕か
れたのである。それゆえ，地に伏して拝したのであ
る。
11と12節：イスラエルにやってくるという中でのル
ツの動機に対するボアズの敬意の中に，何をボアズ
が霊的に優先順位を付けるかが示されている。それ
は，ルツのナオミに対する優しいいたわりと，ルツ
のイスラエルの神，主に対する信頼の両方である。
12節：士師記の時代における大いなる背教の真中に
あってさえも，誠実に主である神を信じ，信仰を持
って主を求める人々を，神は見守っていた。
13節：困難に直面する中にあって，ルツが見出した
ボアズのいたわりに対する感謝の念が表されてい
る。

14節：刈る人々と共に座って食事をするようにボア
ズはルツを招いている。これは通常，落穂拾いをす
る人々が享受できない特権であった。34

15と16節：刈入人が残した穀物を拾う貧しい人々の
権利はモーセの法で保証されていたが，ボアズはそ
の法が意図する以上のことを行い，おもいやりと寛
大さを示した。イスラエルの民は神によって社会の
中であまり恵まれていない人々の面倒をみるように
命じられていた。この命令に従う人もいたし，従わ
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ない人もいた。
15～17節：落ち穂拾いにおいてルツが特別な特権を
持つことができるようにボアズがルツに良くしてく
れたので，ルツは数日分の食料を集めることができ
た。ルツの労働が十分に報われることを確かなもの
にするためにボアズは若者たちに命じて，法の要求
事項以上のことをした。
17節：1エパは約23リットル。
19節：大麦1エパの収穫量を見て，ルツが誰かから
親切な行為を受け取ったことが認識されたので，ナ
オミはそれが誰であるかを知りたかった。

20節：ナオミは神が彼女を見捨てたのではないこと
と，彼女に対する神の愛と慈しみが実際に継続して
いることを理解し始めた。それはボアズの名前をル
ツから聞いたことから始まった。ナオミの喜びと驚
きはどれだけ大きかったであろうか。最も近い親戚
のひとりであるボアズは，ボアズの親戚の必要（先
祖から譲り受けた土地を買い戻し，絶えんとする家
系を残すこと）を提供するようにモーセの法によっ
て求められていた。そして，そのことが出来るボア
ズとの出会いは，彼女たちにとって望みの光をもた
らすものであった。
23節：「大麦刈と小麦刈の終わるまで」という表現
は，収穫のエピソードを締め括り，打ち場における
次の主要場面の準備をしている。

1節：ルツとナオミは，やもめであるから，かつて
は困難な状況しか期待することができなかったので
あるが，ボアズがゴーエルの責任をルツに対して取
ってくれることを期待し始めた。
2節：「今夜，打ち場で大麦をあおぎ分ける」：
脱穀の時期においては，穀物を盗難から守るため
に，地主は打ち場のそばで夜を過ごす慣習があっ
た。35

3節：ルツは花嫁として準備するようにナオミに指
示された。通常，婦人たちは，脱穀する人達の酒盛
りに参加しなかった。「飲み食い」： 収穫は祝祭
の時期であった。36

4節：「その足の所をまくって，そこに寝る」：こ
のルツの行動は結婚の申し込みであった。
5節：「あなたのおっしゃることを皆いたしましょ
う」：このナオミに対する謙遜と従順は，イエスの
母であるマリアの，御使いに対する謙りと従順な返
事を思い起こさせる（ルカの福音書1章38節）。
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7節：「ボアズは麦を積んである場所のかたわらへ
行って寝た」と書かれている。その場所でルツがボ
アズに密かに会うことのできる場所であった。この
ような場と機会が神の摂理によって備えられてい
た。
9節：エゼキエル書16章8節で，「すそで，はした
めをおおう」という意味が理解できる。「わたしは
再びあなたのかたわらをとおって，あなたを見た
が，見よ，あなたは愛せられる年齢に達していたの
で，わたしは着物のすそであなたをおおい，あなた
の裸をかくし，そしてあなたに誓い，あなたと契約
を結んだ。そしてあなたはわたしのものとなった
と，主なる神は言われる。」 女性を自分の着物でお
おうということは，婚姻関係を開始することを象徴
している。
10節：「先に示した親切」とは，ナオミに付き添う
という選択をしたことであり，「最後に示したこの
親切」とは，9節の「あなたは最も近い親戚です」
と述べることによって，近い親戚の義務を思い起こ
させたことと，若い人に従い行くことを断ったこと
である。つまりこうした「親切」とは，ナオミに後
継者（つまりエリメレクの子孫）を与える慣習に従
うことの提案であった。37

11節：「りっぱな女」とは大富豪の男と翻訳される
ヘブライ語の女性形である。ルツはモアブ人で召使
いの立場から始まり，今や結婚相手としてボアズに
とって魅力的な女性になっている状況がここで伺え
る。2章の5～7，11節で，ボアズはルツのことをす
でに尋ねており，町の人たちの評判以上の情報を得
ている。
12～13節：ボアズは，自分が最も近い親戚ではない
ことを明らかにしている。そうであっても，最も近
い親戚が義務を尽くさない場合は，ボアズがそれを
行うことを明らかにしている。「主は生きておられ
ます」と述べ，ボアズは宣言して，誓約している。

14節：「この女の打ち場にきたことが人に知られて
はならない」ということは，あらぬ疑いを人に持た
れてはならないという配慮ではないだろうか。ホセ
ア書9章1節では，麦打ち場とは，性的不品行が日
常行われる場として言及されている。
15節：ルツは外套を着ていた。つまり，晴れ着姿が
知られないように打ち場に来ていた。

4章を読む前に思い出したいことは，この場面はベ
ツレヘムに置かれているということだ。ここは贖い
主イエス・キリストが誕生されたところであること
を。
1節：町の門とは，活動の中心地であった。町の門
を通過しなければ，誰一人町に入ったり，離れたり
することができなかった。商人は町の門のそばに一
時的に店を出した。また，いわゆる市役所のような
役割を持った。役人たちが取引業務を行うためにそ
こに集まった。そこで，証人を見つけるには良い場
所であったし，ボアズにとって，取引をする適切な
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場所であった。38

2節：町の長老とは，合法的取引の確認や民事にお
ける現代の司法官の役割を行使する権限を与えられ
ていた。39

3節：ナオミの地所の販売について，ここで語られ
たが，その詳細については何も触れられていない。
5節まで，販売の詳細が伏せられていることが戦略
的である。
4節：誰があがなうかという権利の順番をはっきり
させ，この親戚の人が第一の権利を持つことを明ら
かにしている。
5節：ナオミの地所を買うつもりであっても，同時
にモアブの女ルツをも妻として迎えることをこの親
戚は予期していなかったであろう。
6節：もしも，この親戚があがない，万が一妻であ
るルツに息子が生まれると，その子がエリメレク所
有の地を嗣ぐ正当な後継者ということになるので，
せっかく買い取った土地を再び手放さなければなら
ないだろう。そんな財産を失う可能性があることを
考慮しての決断だったのではないか。土地だけな
ら，買い取った地所は自分のものになるのだが，そ
れを失う危険を冒したくなかったのであろう。
7節：「このくつを脱いで相手の人に渡す」という
ならわしは最も近い親戚として行動する権利を放棄
することを象徴している。

9～10節：ボアズはゴエルとして，地所のあがない
と，ルツとの結婚において，完全な役割を果たすこ
とが出来，そうすることを望んでいることが読み取
れる。

11節：「イスラエルの家をたてたラケルとレアのふ
たりのように」。彼女らはヤコブの2人の妻である。
彼女らは，イスラエルの息子達の生みの母であり，
また，レアの侍女であるジルパやラケルの侍女であ
るビルハを介して，イスラエル民族の祖先の母であ
る。
12節：下の図は，ずっと以前に，ユダはペレヅの父
となったことを示す。なぜならオナンが近親血縁者
として義務を果たすことを拒否したからである（レ
ビラート婚と同じ事をタマルにするようにユダはオ
ナンに命じたが，オナンは否定した）。40 ペレヅは
子沢山の子孫の象徴となった。41 今，同様にボア
ズはオベデの父となろうとしている。なぜならその
親戚の者がレビラート婚の義務を果たすことを拒否
したからである。このようにして，救い主の家系は
人間側の失敗にもかかわらず，維持されてきたこと
が分かる。42

13節：「主は彼女をみごもらせられたので，彼女は
ひとりの男の子を産んだ」と書かれている。ルツ記
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に関するコメンタリーの中では，表立って，神が～
したという記述がないことがルツ記の特徴であると
指摘するものもあるが，この節では，主が彼女をみ
ごもらせられたという記述がある。旧約聖書の幾つ
かの箇所には，サラ，リベカ，レア，ラケル，ハン
ナ，エリザベツは，主によって子供が与えられたこ
とが書かれている。子供の誕生も主の主権の中にあ
ることが読み取れる。
14～15節：ナオミに対する神の聖約の愛の成就を女
たちはほめたたえた。嫁であるルツは7人のむすこ
以上の存在であった。その男の子はナオミに対する
生き甲斐となり，老後を支えてくれるであろうと，
女たちが語っている。
17節：オベデとは「仕える者」という意味である。
ここでこの名前を誰が付けたのか。近所の女たちで
あり，両親ではない。近所の婦人たちの役割は大き
かったように見える。
16～17節：実際のところ，男の孫オベデが，ナオミ
の息子となった。こうして「ナオミの物語」のハッ
ピーエンドが示されている。一方では，ボアズの妻
となったルツに関する記述がここにはないことが興
味深い。
18～22節：ルツ記を締め括る系図が記載されてい
る。ペレヅの家の説明のための家系図を参照するこ
と。この系図はペレヅから始まっている。なぜ，ペ
レヅから始まる家系が書かれているのだろうか。ペ
レヅの家は，子沢山の象徴として12節で書かれてい
るので，その関連で，ペレヅから系図が示されてい
るのではないか。ペレヅはユダとタマルの間に生ま
れた子供であり，この系図にはタマルの名前がでて
いないが，ルツのように，タマルは思わぬ形でダビ
デの先祖となったことが思い起こされる箇所であ
る。

ルツ記に至るまでの流れを知るために，各書の概
略をここに示す。43

士師記における人々の自分の目に正しいと思うこ
とを行うという混沌とした時代，2冊のサムエル記
における戦争，動乱。この間にルツ記が位置付けら
れているので，創世記から通読する人々は，ルツ記
を読むと，少しホッとするであろう。神を信じる人
たちの美しい敬虔なのどかな田園風景を舞台として
物語が繰り広げられているからである。
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これらはイスラエルに敵対する者が行った行為で
はなく，イスラエル民族が互いにやっていた。それ
だけ混乱した時代であった。

士師記19章12節から20章48節までの内容である。

エリメレクとは「（私の）神は王」という意味で
ある。これは君主国を確立することを否定したギデ
オンの発言で説明できる。「私はあなたがたを治め

ません。また，私の息子もあなたがたを治めません。
主があなた方を治められます。（士師記8章23節）」
ギデオンは君主制の確立は主の統治を代替すること
になるとみなしたのである。イスラエルに対する神
の統治が士師記における中心的課題であった。
神がエリメレクの王であるなら，エリメレクの生
涯を神が導いていることを信じ続けるべきであった
が，飢きんの時に，ベツレヘムを離れるという決断
をしてしまった。約束の地よりも，外国の地に希望
があるように見えたからであろう。
エリメレクの妻はナオミである。恵まれていると
か好意を持たれているという意味である。ところ
が，彼女を取り巻く環境が変化したときに，彼女は
「私をナオミと呼ばないで，マラと呼んでくださ
い。全能者が私をひどい苦しみに合わせたのですか
ら（ルツ記1章20節の一部）。」と発言している。44

エリメレクとナオミの間に生まれた子供はマフロ
ン（Mahlon）とキルヨン（Chilion）であった。そ
れぞれの意味は，病弱と小さくて弱いという意味で
ある。なぜこのような名前が付けられたかは聖書か
らは読み取れない。あくまでも推定であるが，おそ
らく病弱な子供たちであり，長生きする見込みがな
かったせいで，そのような名前が付けられたのかも
しれない。古代近東において，人の名前はしばしば
叙述的であったという。45 この2人は話の途中で
死んでいる。
オルパの名前の意味はうなじであるが，うなじの
こわいという意味合いがある。これは牛がくびきを
かけられるのを嫌って抵抗する表現である。それが
「首がこわばる」「強情」「頑固」「手に負えない」
様子を表している。神の言うことに耳を傾けず，心
を頑なにするという意味に繋がっている。実際，オ
ルパは，神の民に加わる機会があったが，それを否
定する行動を取ってしまった。
ルツの名前はこのルツ記全体を通して読むと，ル
ツがなぜ美しい，優雅，しとやかであるかが分かる。
ボアズは，外見的にはこの話のヒーローである。
しかし，この名前が意味することは，「主に力があ
る」ということであり，人間に力があるという意味
ではない。ルツ記におけるボアズの意義はイエス・
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キリストがどんなお方であるかを予表することであ
る。
いずれにせよ，それぞれの名前の意味を理解して
おくと，ルツ記をよく理解する助けとなる。

飢餓，死，喪失から始まった物語に対して，実り
ある終結をもたらす神の持続的な慈悲がルツ記に現
れている。出発したところは，2人のやもめであっ
た。現代日本のような社会福祉制度はなかった。や
もめは一体どうやって生活すればよかったのだろう
か。奴隷になって自分を売るとか，落穂拾いをする
ことしかなかった。このような生活は安全と平和と
は程遠い生活である。この書の名前はルツ記である
が，もう一人のやもめであるナオミがこの書の名前
になっても，何ら遜色がない。
2章20節はこの書の中心である。この節後半のこ
のナオミの言葉を聞くと，心が震えると思う。「そ
の方は私たちの近親者で，しかも買い戻しの権利の
ある私たちの親類のひとりです。」 これは救い主
イエス・キリストを予表する言葉である。

この図は，アブラハムの時代とルツの時代のそれ
ぞれの聖書の登場人物の行動を対照させたものであ
る。この図から読み取れることは，信仰の父と言わ
れるアブラハムの道，そして信仰の道から外れた道
を歩んだロトとその子孫たちも，モアブ人であるル
ツが，神の家族に戻ることができることを示してい
る。つまり，救いの道は，本来の神の民のみならず，
全ての人々に開かれていることが示唆されている。
まず，アブラハムの時代におけるアブラハムとモ
アブの関係について見ていこう。アブラハムとその
甥のロトは共に旅を続けていた。しかし，アブラハ
ムの家畜の牧者たちとロトの家畜の牧者たちの間に
争いが起こった。その原因は，彼らは大量の家畜を
飼っていたので，食糧不足（あるいは牧草地不足）
が起こっていたことである。それを避けるために，
彼らは別々の所に住むことになった。その時に，ア
ブラハムは謙っていた人なので，ロトがどこに住む
かを先に決めさせた。ロトは，自分の目で見て，と
もてよさそうな所を選択し，ロトはソドムの近隣の
地に住んだ。一方，アブラハムはカナンの地に住ん
だのである。ソドムとゴモラの地は，きわめて重い
罪があり，神によって滅ぼされることが預言されて
いた。そうであっても，ロト一家は罪の世界から脱
出することに躊躇があったのであろう。2人の娘の
婿は脱出しようとしなかった。ロトの妻は振り返っ
てはならないと警告されていたのに，振り返り，脱
出できなかった。結局，滅びの中から脱出できたの
は3人であったが，全て配偶者を失い，3人のやも
めとなった。長女がロトに酒を飲ませて，ロトが気
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が付かない間に性交し，妊娠した。そして長女とロ
トの間から生まれた子がモアブであり，モアブ人の
先祖となった。同様なことを次女も行い，次女も妊
娠した。そして，次女とロトの間で生まれた男の子
は，ベン・アミと名付けられ，この人がアモン人の
先祖となった。
次にルツの時代におけるモアブとユダの関係を見
ていこう。エリメレクとナオミはユダ部族でベツレ
ヘムの出身である。46 彼らはベツレヘムにおける
先祖代々の財産権を持っていたが，彼らは飢きんか
ら逃れるために，モアブに移住した。死の原因は不
明であるが，ナオミの夫であるエリメレクは死に，
ナオミの息子2人も死亡し，結局3人のやもめが残
された。配偶者を失い，レビレート婚と土地の取り
戻しのいう2つの法的慣習がなければ，先祖伝来の
財産を取り戻すことができなかった。やもめの一人
であるオルパはモアブ人の地に戻っていったが，ル
ツとナオミは神の道を歩み，ボアズとのレビレート
婚によって，失われたものを取り戻した。ボアズと
ルツの間に生まれた子がオベデ，オベデの子はエッ
サイ，エッサイの子はダビデである。この家系から
イエス・キリストが登場することは言うまでもない
ことである。

上の家系図は，アブラハムを神の民とする家系
と，神から離れた歩みをしていたモアブ人の家系
は，ボアズとルツの婚姻関係によって，神の民の家
系に組み入れられたことが示される。予表している
ことは，本来の神の民ではないいわゆる異邦人も，
贖われて神の民とされるということである。

上の図は新約聖書のマタイの福音書1章である。
ボアズはサルモンと異邦人であったラハブの間から
生まれ，ボアズとルツの間からオベデが生まれ，オ
ベデからエッサイが生まれ，エッサイからダビデが
誕生したことが記載され，そしてこの家系を通じ
て，イエス・キリストが生誕されたことが分かる。
イエス・キリストはヨセフの婚約者マリアが聖霊に
よって身ごもって，誕生された。イエス・キリスト
はダビデの末裔といわれるが，イスラエル人以外の
血も交じっている。それは，系図の上のことであり，
ダビデの子孫にあたるヨセフ（マリアの夫）が戸籍
上の父親である。
ダビデ王の家系からイエス・キリストが登場する
のであるが，神の民と異邦人が結合することによっ
て，最終的にすべての人々の救い主が来られること
を意味している。

ルツ記から，我々は一体何を学ぶことができる
か，考えてみたい。最初に，改宗とは何かについて
学ぶ。改宗とは，考え方や生き方の変化である。そ
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してルツ記1章14節を見ると，2人のやもめの行動
の違いが，改宗による行動がどんなものであるかを
教えている。「彼女たちはまた声をあげて泣き，オ
ルパはしゅうとめに別れの口づけをしたが，ルツは
彼女にすがりついていた」と書かれている。2人と
も泣いていたが，その後の行動が異なる。オルパは
改宗しないので別れの口づけをしたが，ルツは，ナ
オミのところにとどまった。つまり，信仰を失わな
かったことが読み取れる。

ナオミはルツに向かって，あなたも弟嫁にならっ
て，あなたの民とその神のところへ帰りなさいと語
っている。この時のナオミは正にマラであり，心に
苦味があったので，ナオミはエホバではなく，ケモ
シュのところに行くように勧めている。昔の古い生
き方を再開せよというわけだ。これは福音伝道者と
は反対の立場を取っている。罪の世界に戻れと言う
ことと同じであるから。

ルツ記1章16，17節は，改宗すると，どうなるか

を描写している。47 聖書の文脈ではルツがナオミ
に対して語っているが，同時に，これは神に対する
いわゆる信仰告白でもある。古い自分の生き方に戻
るように言わないで欲しい。そして，これ以上，今
まで住み慣れたところにとどまり続けることなく，
どんな生活環境であっても，そこで住みます。私は
モアブ人だけれど，喜んで，神の民の様式で生きて
行きます。私は変わり，古い自分をすべて捨てます。
ケモシュを捨てます。そして全能の神に仕えます。
生涯神と共に過ごします。そしてどれだけ自分が真
剣に告白しているかを証明するために，神から離れ
るようなことがあれば，自分を罰して欲しいと宣言
している。纏めると，改宗とは，生涯通して神に従
順し続けることを意味している。
2人のやもめの生活環境とは一体どんなものであ
っただろうか。ナオミは高齢であるから，再婚は難
しかったであろうし，ものごいをするか，身売りを
して奴隷になるか。いずれにせよ，彼らの未来はひ
どく悲観的なものであったに違いない。

ボアズはゴエルとして，1と5の責任を果たすこ
ととなる。
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血縁関係にある贖い主

旧約聖書における
必要条件 キリストによる成就

1．血縁関係 ガラテヤ人への手紙4章4，5節，
ヘブル人への手紙2章16，17節

2．必要な資源 第一コリント人への手紙6章20節，
第一ペテロの手紙1章18，19節

3．喜んであがなう
意思

ヨハネによる福音書10章15～18節，
第一ヨハネの手紙3章16節

Kinsman−redeemerとは，血縁関係を持つのみな
らず，贖う手段を持ち，喜んで贖う意思を持ってい
る。この3つの特徴はイエス・キリストとボアズの
共通点である。

ボアズはキリストによる人間の贖いを予表してい
るが，それが成就したことを上の表が示す。

人生には困難や危機がある。3人の婦人は同じ状
況に置かれ，彼女らの将来は陰鬱であった。しか
し，3人の人生の危機の対する対応は全て違ってい

た。オルパの対応は，出エジプト記の荒野における
神の民の対応でもあった。「エジプト（罪の世界）
に帰ろう」と。ナオミは，人生が厳しくなってきた
ら，苦々しい気持ちになった。悲観的になり，神が
ひどい苦しみに合わせたと嘆いた。もはや以前のナ
オミ（恵まれている）ではないと，不信仰な状態に
なった。ルツの対応は前者2人の対応と全く違っ
た。苦々しく思ったり，怒ったり，古い世界に戻ろ
うとすることなく，人生において前進するという意
思決定をした。つまり，危機に対して，信仰を持っ
て対応した。
信仰とは目に見えないものを確信することであ
る。将来どうなるか分からないが，信仰によって前
進した。全ての人の上に，厳しい状況が起こりうる。

困難に直面した時，信仰を持って前進することが
正しい選択であることは言うまでもない。なぜな
ら，第一コリント人への手紙10章13節には次のよう
に書かれている。「あなたがたの会った試錬で，世
の常でないものはない。神は真実である。あなたが
たを耐えられないような試錬に会わせることはない
ばかりか，試錬と同時に，それに耐えられるように，
のがれる道も備えて下さるのである。」
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神は蔑まれた国々に対してさえも救いの御手を差
し伸べている。ラハブはエリコの町の売春婦であっ
た（ヨシュア記2章2節）。そうであっても救われ
た。救いには過去がなんであろうと関係ない。

ルツはモアブ人であり，モアブ人が拝んでいたも
のはケモシュという偶像であった。自分の願いを叶
えてもらうためには，自分の子を全焼（燔祭）のい

けにえとして捧げさせることがあった。聖書にはそ
のことが次のように書かれている。「モアブの王は
戦いがあまりに激しく，当りがたいのを見て，つる
ぎを抜く者七百人を率い，エドムの王の所に突き入
ろうとしたが，果さなかったので，自分の位を継ぐ
べきその長子をとって城壁の上で燔祭としてささげ
た。その時イスラエルに大いなる憤りが臨んだの
で，彼らは彼をすてて自分の国に帰った（第Ⅱ列王
記3章26，27節）」。
士師記の時代においては，モアブ人はイスラエル
を攻めて，なつめやしの町と言われるエリコまで占
領した（士師記3章12，13節）。それで，イスラエ
ルはモアブの王に18年間仕えた。その後，イスラエ
ル人エフデが謁見中にモアブのエグロン王を殺し，
さらにエフデが中心となり，約1万人のモアブ人を
倒した。このようにしてモアブはイスラエルに征服
され，80年間穏やかであった（士師記3章14～30
節）。この士師記の時代に，エリメレク一家がモア
ブに移住し，ルツ記の話が開始されたのである。さ
らにこの時代においては，イスラエルはケモシュを
含めたモアブの神々を拝むようになった（士師記10
章6節，民数記21章29節）。偶像礼拝に陥ったイス
ラエルの民はサムエルの時代までモアブの王，等に
よって苦しみを受けた（第Ⅰサムエル記12章9～12
節）。このようにモアブとイスラエルの民の間には
緊張があった。
モアブ人は幕屋で主を礼拝することを許されなか
った。なぜなら，イスラエルの民が出エジプトをす
る時に，神の民がモアブ人の土地を通ることを妨げ
たからである。
モアブ人とはロトの娘たち2人とロトの子孫のこ
とである。酩酊の中の近親相姦によって誕生した彼
らは偶像礼拝の国民となり，神の民イスラエルの敵
となった。48
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〈注〉

1 スライド上の御言葉は口語訳聖書を使用している。
文脈の内容をよりよく理解するために，脚注を追加し
た。脚注の内容並びに講座の内容は既存の多くの文献
や諸研究に依存している。
2 ルツ記に基づく絵画は，『ミレーの落穂拾い』があ
る。
3 ヤコブの手紙1章19節後半には「だれでも，聞くに
は早く，語るにはおそく，怒るにはおそいようにしな
さい。」と書かれている。
4 音読すると，脳によいという見解もある。
5 1550年代に印刷業者権編集者が，聖書出版に際して
章と節を付けたという説がある。ジュネーブ聖書が章
と各章内に節の番号を加えた最初の聖書であるという
主張がある。1599 GENEVA BIBLE. p.xiii．また，節
による聖書の文章の区分に関していくつかの見解があ
る。例えば，Penniman, pp．419－420を参照せよ。
6 Brettler, pp．267－8を参照せよ。
7 残りの者とは，主なる神を自らの神として認め，神
の律法に従って生き，聖なる者となる者のこと。
8 Zodhiates, p．1718．
9 エレミヤ書43章13～16節にこのことに関する主の御
言葉があるので参照すること。

10 エフラタとはエルサレムの初期の名称である。The
King James Study Bible. p．438．

11 Barker, K. et al. p．365．
12 士師記6章3節～6節。
13 申命記23章3節。
14 結婚とは，新約聖書の文脈で見ると，キリスト教徒
（教会）は再臨されるイエス・キリストの花嫁になる
ことである（マタイの福音書25章1～13節）。

15 口語訳聖書は2005年末に著作権保護期間が終了した
のを受けてルツ記を全文掲載している。

16 神の働きは人の働きと異なる。イスラエルの最初の
王が立てられた時，その王は人々によって選択された
のではなく，神によって選ばれた。そして最初のイス
ラエルの王になったサウルが王への導きの道に入るき
っかけは，サウルの父キシュの雌ろばがいなくなっ
て，それを探しに出かけることであった。（第Ⅰサム
エル記9章3節）

17 飢饉とは通常，食糧を参照するが，アモス書では聖
書の御言葉の飢饉について語られている（アモス書8
章11～12節）。人の肉体を維持していくためには水と
パンは大切であることは言うまでもない。しかし，人
はパンだけでは生きず，人は主の口から出るすべての
ことばによって生きる（申命記8章3節）。

18 キリストを信じて，天国に行くと，次の節のように
飢餓はもはやその人にはない。「彼らはもはや，飢え
ることもなく，渇くこともなく，太陽もどんな炎熱も
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彼らを打つことはありません。なぜなら，御座の正面
におられる小羊が，彼らの牧者となり，いのちの水の
泉に導いてくださるからです。また，神は彼らの目の
涙をすっかりぬぐい取ってくださるのです。」（黙示録
7章16，17節）

19 英語の聖書では，すべて大文字で LORDと表記さ
れる場合もある。

20 ケモシュとはモアブ人の神である（民数記21章，29
節，エレミヤ書48章7，13，46節）。聖書ではこれはモア
ブの忌むべきケモシュ（the abomination of Moab）と
呼ばれている（第一列王記11章7節）。ソロモン王に
よって，ケモシュ礼拝がイスラエル文化に導入された
（第一列王記11章1～8節）。

21 申命記23章3節。
22 マタイの福音書22章24節でも，レビレート婚が言及
されている。それは「もし，ある人が子のないままで
死んだなら，その弟は兄の妻をめとって，兄のために
子をもうけなければならない」ということ。日本語で
は嫂婚という。

23 Hayford（1991），p．389．
24 Hindson, p．439．
25 創世記においては，全能なる神という用語は，人々
が苦境に立たされて，確かさを必要とするような状況
において，特に使われるという。Hayford（1991），p．28．

26 Barton, Bruce B. et al. p．394．
27 Barker, K. et al. p．366．
28 ゴエルとは親戚に相当するヘブライ語であり，基本
的な意味は，贖う者ということ。

29 レビ記19章9，10節，23章22節。
30 申命記24章19節。
31 創世記2章22節には，神がアダムの妻エバを，アダ
ムの所に連れてこられたという旨の記述がある。

32 Hayford（1991），p．390．
33 op. cit. p．390．
34 Barton, Bruce B. et al. p．390．
35 Barker, K. et al. p．368．

36 例えば，イザヤ書9章3節に「刈り入れ時に喜ぶ」
という旨が書かれている。

37 Whitlockm Jr., Luder. et al. p．371．
38 op. cit. p．396． 町の門に関する記述は，旧約聖書
の以下の箇所を参照すること。第Ⅱサムエル記15章2
節，第Ⅰ歴代誌22章10節，アモス書5章10節。

39 Stamps, Donald C. et al. p．392．
40 創世記38章29節。
41 荒野での2度目の登録の際，ユダ族の大部分を構成
していたのは，ペレツとその二人の息子たちの家族で
あった（民数記26章：20～22節）

42 ついでながら，ユダとタマルは正式の婚姻関係では
なかった。このことは次の節から分かる。一人がもし，
息子の嫁と寝るなら，ふたりは必ず殺されなければな
らない。彼らは道ならぬことをした。その血の責任は
彼らにある（レビ記20章12節）。そして，この罪はマ
タイの福音書の1章に出てくる家系図を見ると，思い
起こさせられる。「ユダに，タマルによってパレスと
ザラが生まれ，パレスにエスロンが生まれ，エスロン
にアラムが生まれ，（マタイの福音書1章3節）」下線
は著者による。

43 The Holy Bible Old and New Testaments in the

King James Version. p．1848から引用。
44 ここでは，ナオミは自分でマラと呼んで欲しいとい
うが，聖書では，神によって名前を変えるように命じ
られていることがある。アブラハムのかつての名前は
アブラム，サラのかつての名前はサライ，イスラエル
のかつての名前はヤコブであった。

45 Barker, K. et al. p．366． 古代近東とは現代の中近
東内におおよそ相当する地域における初期の文明を言
及する。

46 ルツ記の1章1節にユダ族であり，ベツレヘムの住
人であることが書かれている。

47 新生とは，大まかな意味としては，救われることを
さす。

48 創世記19章33～37節。
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